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春名純人 著

真実の慰めはどこにあるのか？

救いの恵みの漸層法
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選ばれ神の子とされたキリスト者たちが苦難に呻くとき、希望はどこに
見出されるのか？　人間の罪の結果、虚無に服し滅びに隷属した被造物
が、キリストによって回復されるとき何が起きるか？　カルヴァンによ
るパウロ書簡の註解を丹念に紐解き、聖定から栄光へと至る救いの過程
を跡づける。
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